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森林野生動物研究会誌 29.2003

北海道張碓海岸で採集されたアオバト Sphenurussieboldiiの
消化器宮内に見られた植物

北海道大学大学院段学研究科植物体系学分野 持 田 誠

動物生態研究会谷村愛

酪段 野生動物生態研究会 沼利

Plants found in the digestive tract of the Japanese Green Pigeon Sphenurus sieboldii in 

Hokkaido， Japan. Makoto Mochida (Systematic Botany， Graduate School of Agriculture， 

Hokkaido University)， Aiko Tanimura and Toshiaki Yoshinuma (Wildlife Ecological Soci-

ety of Rakuno-GはuenUniversity). 1. Jpn. Wild. Res. Soc. 29: 3-7 (2003). 

The digestive tract of a Japanese Green Pigeon Sphenurus sieboldii collected on the Hari-

usu coast of westem Hokkaido was found to contain various plant species. Among them 

出eVitaceae were most remarkable. Prunus sp. was aJso present， but most Prunus seed 

were damaged. whereas Vilis sp. s回 dsretained出eiroriginal form in the crop. 

Key words : Sphenurus sieboLdii， feeding habit， seed dispersaJ 

アオノてト Sphenurussieboldii (Tem-

nunck) は日本特産のハト目ハト科の

で、本州以南では留鳥であるが、北海

の個体群は冬季には南下する漂鳥とさ

れている。本種は集団で海水を飲みに海

へ飛来する習性を持つ事で知られてお

り、北海道の張碓海岸は本種の海水採飲

地として有名な箇所である。1999年夏に

張碓海岸において偶然にアトバ トが海

に落下して死亡する現場に遭遇し、遺体

を回収して消化器宮内容物を剖検する機

会を得た。その結果、数種の植物が検出

されたので、本種の食性と種子散布に関

する一知見として報告する。

σ 

Fig.1 The black circle on the map indicates the loca-
tion 01 collect locality， Hariusu Coast， Hokkaido. 
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採集時の状況

1999年(平成II年) 9月5目、北海道後;-D¥

庁管内の小樽市張碓 (Fig.1)の海岸でア

オバトの海水採飲行動を観察中、 I羽のアオ

バトが海面に落下する光景を目撃した。

初、 2羽のアオバトが飛期中に交叉し、この

うちの 1羽が落下、もう l羽は海岸沿いの森

の方角へ飛び去った。海面に落下したアオバ

トを回収したところ既に死亡しており、胸部

が破損してそ嚢が外部から見える状態であっ

た。口からはブドウ (Vitis)の類と思われる

果実が見え、そ濃からはサルナシ Actinidia

αrgutaの果実がはみ出していた。その他に外

傷は見られず、高所から落下し海面に叩きつ

けられた衝撃による即死と思われる。一般に

ハト類は表皮が破れやすく、剥製標本作製時

にも破損が起きやすいと言う(市川氏私信)。

採集したアオバトの遺体は、発砲スチロー

ル製の箱に氷を詰めた状態で、冷却しながら江

別市文京台緑町の酪農学園大学獣医学部獣

寄生虫学教室(野生動物学)へ搬送され、標

として登録した(標本番号AS198l)。

標本の計測と種子同定

個体はアオバトの雄亜成鳥と思われ、阿t

慌が紫紅色を呈し、胸部は白い。標本は外部

形態の計測後に、消化器宮内容物を調べるた

めに解剖した。外部計測値は Table 1に示し

た。解剖は、口から食道 ・そ護・腺胃・筋

にかけて行い、内容物を採取した。採取した

内容物は、採取された器官別に保管し、同定

に供した。剖検の結果、口、食道、そ襲、腺

砂嚢のいずれにも、溶解して形状の崩れ

た内容物が見られたが、同定が不可能な為に

除外し、形状から植物組織である事が明らか

であったもののみを対象とした。これらは

70%エタノールにより液浸標本とした。

結果(内容物の種類と量)

消化器宮内より得た植物の同定結果を Ta-

ble 2に示した。同定出来た植物は7種で、

ブドウ科のヤマブドウ Vitiscoigneliasおよ

びノブドウ Ampelopsisbrevipedunclaωvar. 

heleroph下ILLa、サクラ類ではエゾ

Table 1. Measurement of Sphenurus sieboldii， collected in 
Hariusu Coast， Hokkaido， Japan. 

ヤマザクラ Prunussargentiiまた

はミヤマザクラ P.m似 imowic-

zii、マタタピ手ヰのサルナシ(コク

ワ)Actinidei argu仰が検出され

た。また、崩壊した形でトウモロ

コシ Zeamaysと思われる穀物の

破片も多数検出された。

Table 1. Measurement of Sphenurus sieboldii， 
collected in Hariusu Coast， Hokkaido， Japan. 

Species Sphenuros sieboldii 

Sex MaJe 

当主
Total length 

Body weight 

Wing-span 

Unfla悦 nedwing length 

Maximum wing length 
Difference between primary and 
secondary feaJ出er

Width of wing 

Taillength 

Exposed culmen 

Length of bill 

Height of bill 

Width of bill 

Total Head 

Sub adult 

348mm 

300g 

576mm 

193mm 

201mm 

50mm 

121mm 

148mm 

20.9mm 

23.6mm 

6.6mm 

8.8mm 

51.85mm 
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検出された植物組織は量的には

種子が最も多かったが、果実や

皮も見られた。そ護から採取され

たものには果実が多く、形状も原

形を留めているものが多数認めら

れた。そ嚢は損傷を受けており、

はみだしていたサルナシ果実が採

取された。砂嚢から採取されたも

のには種子が多く、完全な形状の

ものも見られたが、種子が砕けた
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Table 2. Plant species which were found in degestive organs of Sphenurus sieboldii in Hariusu Coast， 
Hokkaido， Japan. 
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Ampelopsis breν伊edunculatavar. 
heterophylla 

Actinidia arguta 

Prunus sargentii or P.maximowiczii 

Zeamay. 

Detail and Conditions 

4 (fruits) 

1 (pericarp) 

1 (fruit) 

meny seeds 

meny seeds 

Into-

Crops 

Gizzards 

beak 

Gizzards 

Gizzards 

1 (fruit) σt had protruted out from 
broken crop.) 

1 (seed) 

fragments of seed 

Crops 

Gizzards 

Gizzards and 

Crops 

Crops 
fragments of seed (The crop had 

filled with seeds.) 

Fragments of Vilaceae (Vitis coigneliae or Ampelopsis brevipedunculata var. heterophylla) sarcoca巾sand seeds 
appear now and then in each organ. 

破片も多数認められた。腺胃からは同定可能

なものが見い出されなかった。各消化器官か

ら、ヤマブドウ或いはノブドウと思われるブ

ドウ科種子の破片が多数採取された。

その他、口腔内からヤマブドウの果実が 1

粒見い出された他、口からそ護にかけてトウ

モロコシの破片が多数見つかった。

これらのうち、最も多量に検出されたのは

ブドウ科で、中でもヤマブドウが多かった。

砂嚢から検出されたブドウ科種子には、ヤマ

ブドウとノブドウが混在しており、また種

形態から両者の区別がつかないものも見られ

た。これらは砂嚢内を大量に埋めていた。ま

た、 一部にエビヅル Vitisthunbergii、サンカ

クヅル Vitisflexuosaにも似た形状を示した

種子が数個混ざっていた。両種は北海道内で

は南西部に分布し、エピヅルは胆振支庁僻

内、サンカクヅルは檎山支庁管内を北限とし

て記録されているが(鈴木ら 1999)、後厄

支庁管内での分布記録は無く、道内での自生

は少ないとされている(滝田 2001)。北海

道大学植物標本庫 (SA P)に収蔵されてい

る両種の標本にも、後志支庁管内における採

標本は見られなかった為、ここではヤマブ

ドウに同定した。

考察

アオバトの食性に関しては、多くの図鑑類

や文献で樹木果実を採食すると記されてお

り、清棲 (1978)には数種類の植物名も挙げ

られている。

一方で、具体的な或る地域における食性に

関する報告は少ない。また、それらの報告の

多くは採餌行動の直接観察によるものであり

(例えば、神奈川県立博物館 1974、八木橋

1995、八木橋 2001)、消化管内容物を検会

した報告は筆者らの知る限り見られない。

今回、崩壊した形ながらも、消化器官内か

ら果実種子に混じってトウモロコシと思われ

る穀物類が見られた事から、森林性で樹木果

実を主に採食すると考えられるアオバトも、

地性のキジバト Streptopeliaorientalisなど

と同じく畑の穀物を採食する場合がある事が

わかった。

アオバトに限らず、樹木の媛果をハト類が

好んで採食する事は、以前より多くの人たち
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から言われている事である(例えば斉藤

1976、五十嵐1985、上回1995、福居ら1999)。

際に採食している現場も観察されており

樋口(1991)は種子散布へ貢献している可能

性を述べている。

ところで、採食する事と種子散布に貢献し

ている事とは別の問題である。この点で、ノ

ト類のサクラ類の種子散布には否定的な見解

が見られる。八木橋 (2001)は、ケージ飼

のキジバトに対してエゾヤマザクラ果実の給

餌試験を行った結果、全ての果実が消化され

た事から、エソ令ヤマザクラ種子のキジバトに

よる散布の可能性は無いと報告している。ま

た、 Swank(1944)はウズラやキジに対して

司様の試験を実施し、これら穀物食の鳥類は

種子の75%'"100%を消化してしまうと報&

している。ハト類などの穀物食鳥類は種子捕

食者Seedpredatorであり、砂嚢内における

色づの破壊力が強く、ほとんどの場合、原型

を維持して排池される事が無いと考えられて

おり(福居 ・上回1999、八木橋2001)、サク

ラ類の種子散布者については別の鳥類が重要

な役割を果たしているものと恩われる。

報においても、そ襲、砂嚢内におけるミ

ヤマザクラ Prunusm似 imowicziiの種子は破

片が多く、完全体で検出されたものは l種

のみであった事から、ハト類がサクラ類の

散布に貢献していないという既報の推察に

一致する。また、穀物の破片も検出され、ア

オバトについてもキジバトと同様の事が言え

ると考えられる。

一方で、ブドウ科の種子はほとんどが原型

を留めていた。ブドウ類の種子散布について

は、ハト類との関係に言及された報告は無

い。屋久島のズアカアオバトについては、ク

ロパイ Symplocosprunifolia、ヤマモモ Mirica

ruburaなど5種類の液果の被食と種子散布

の報告(野間 1997、Nomaet al. 1997)が

ある事から、ヤマブドウなどの種子散布の買

能性については、更なる検討が必要であると

ゅわれる。

今回、ヤマブドウに同定した種子の中に、

エピヅル、サンカクヅルにも形状が似ている

種子が少数含まれていた。現在の分布情報か

ら、今回はヤマブドウに同定したが、両種の

北限とされる槍山、胆振両支庁は今回の標

採集地である後志に隣接する区域であり、全

く分布が無いと言い切る事は出来ない。ま

た、このアオパトが槍山支庁管内または胆振

支庁管内でこれらの種を採食し、張碓海岸に

したという可能性もある。しかし、各植

物誌や植物標本庫の標本保管状況などから考

えて、恐らく槍山 ・胆振支庁管内においても

個体数は少ないものと推察される。ま

た、検討にはアオバトの採餌行動圏などの知

見が必要である。

今後さらに各地から集められた標本に基づ

き、消化管の剖検によってアオバトが何処で

可を食べているかの具体的な記録を積み重ね

ていく事が、鳥学にとっては食性の検討に、

物学にとっては種子散布の検討において

要であるものと言える。
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フィールド科学センター植物園)の市川秀
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